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Cherenkov Telescope Array (CTA)計画 
4～23m口径のチェレンコフイ
メージング望遠鏡を約100台配置
し、20GeV~300TeVの超高エネル
ギーガンマ線を観測する国際共
同実験。

ガンマ線が大気中で引き起こす
空気シャワーから放出される
チェレンコフ光を測定し、空気
シャワーの形状と明るさからガ
ンマ線のエネルギーと到来方向
を推定。

AGN, SNR等ガンマ線を放出する
高エネルギー天体検出数を1000
個以上にする。
宇宙線起源、ブラックホール物
理、ダークマター対消滅、背景
赤外線の測定を目指している。 3



https://www.cta-observatory.org/project/technology/

カナリア諸島La Palma島の天文台にあ
る北サイトと、
チリのアタカマ砂漠パラナルにある
南サイト2か所に建設する予定。

大口径望遠鏡(LST)
23m口径、パラボラ鏡、1855画素の
カメラ、0.1度画素サイズ、4.5度視野
南北両サイトに4台ずつ配置

中口径望遠鏡
11.5m口径、Davies-Cotton、1764画素、
0.17度画素サイズ、7.5度視野、南サ
イトに25台、北に15台

中口径Schwarzschild –Couder望遠鏡
9.7m+5.4mの2枚鏡、0.067度画素サイ
ズ、SiPMカメラ

小口径Schwarzschild-Couder望遠鏡
4.3m+1.8m2枚鏡、10.5度視野
南に70台配置 4



北サイト：カナリア諸島ラ・パルマ

LST‐1

MAGIC

• LSTを4台、MSTを9台建設予定、MSTは15台ま
で拡張する計画。

• LST-1が2018年に完成し、2019年から観測を続
けている。

• 通算2000時間の観測
• LST-2から4号機用の建設が2022年10月から開始
され、2025年からLST4台で観測予定 5

MST

200 m



LST-1 and MAGIC-I, II LST-2

LST-4LST-3
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南サイト：アタカマ砂漠パラナル

CTA南サイト
（高度2150m）

１6
km

１1
km

建設予定 -> 最終目標
LST    2台 ->  4台
MST 14台 ->  25台
SST 37＋5台 -> 70台

• インフラ建設中
• 望遠鏡の免震化設計や、LST 3台の部品生産が進
んでいる 7



SiPMモジュールの開発 糸川講演

検出器をPMTからSiPMに変える
ことにより、画素サイズを5cm
から2.5cmにして、画素数を4倍
にする計画。現在のLSTカメラの
構造を変えずに、望遠鏡感度の
向上を目指している。

• テスト用のモジュール設計、

• パルス幅を3nsにする回路、

• 赤外線を除去するライトガイ
ドを開発中
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小口径望遠鏡用の焦点面検出器 河原崎琉講演

主鏡4.3m, 副鏡1.8m Schwarzschild-Couder望遠鏡
SiPMを搭載した焦点面検出器を名古屋大で開発
SiPMの長期間安定性、暗電流の変動を確認中

9



PMTアフターパルスの測定 清本拓人講演
PMT内部にいるH2やHeなどの分子が光電子によりイオン化され、
大きな信号を発生する現象。
予備として保管している間にPMT内部のHeが増えて増加するが、
望遠鏡に搭載し観測しているとAPが増加しないことを確認した。
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LST-1による観測成果
• かに星雲・かにパルサー観測によるLST-1 性能評価
                                                                     (ApJ 956, 80 (2023))
• かにパルサー、Geminga パルサー

→ Paul K. H. Yeung 講演
• LHAASO J2108 (A&A 673 A75 (2023))
• 活動銀河BL Lac, Mrk421, Mrk501, 1ES1959+650, 1ES 

0647+250, PG1533+113, ・・・・
• LST + MAGIC 同時観測 (A&A 680, A66 (2023))
• LST + MAGIC ハードウエアトリガー
                                           →Joshua R. Baxter講演
• 銀河中心 → 阿部正太郎講演
• GRB221009A → 寺内健太講演
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The first Discovery of LST-1

Flat Spectrum Radio Quasar, z = 0.997
2023年12月に初検出
Most distant source with LST-1

2023年12月にLATや可視光で増光
LST-1で検出され、観測を継続中 ATel#16381
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まとめ
• CTAの観測・開発・建設が並行して進められている
• 北サイトは2016年から、南サイトは2022年から建設が始
まっており、どちらも2029年に完成予定

• 北サイトのLST-1は観測を継続しており、通算2000時間の
データを収集。

• LST4台が2025年中に完成予定

CTA報告219:  GRB 221009A,     寺内健太
CTA報告220: Crab and Geminga Pulsars, Paul K. H. Yeung
CTA報告221:  銀河中心      阿部正太郎
CTA報告222:  LST-1 -- MAGIC ハードトリガー, Joshua R. Baxter
CTA報告223:  PMTアフターパルス,   清本卓人
CTA報告224:  SiPMモジュール開発,  糸川拓海
CTA報告225:  小口径望遠鏡 SiPMカメラ, 河原崎琉
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